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川西まちづくりワークショップ・第３回(平成23年9月23日)のまとめ(案) 

 
○総合計画の構造とライフシーン別目標 

 総合計画の構造は概ね下図に示すとおりであり、都市像を実現する手
段として 12のライフシーンの目標があり、ライフシーンの目標を実
現する手段として 60程の施策があります。 

 階層が上がると数が少なくなり、下の階層のいくつかの内容をくくっ
た新たに表現になります。このため、上の階層ほど抽象的な内容にな

り、下の階層へ行くほど具体的な内容になります。 
 

◆階層性の計画の構造◆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ライフシーン別目標の検討手順 

 一般的にライフシーンの目標は、極端に言えば市民の数だけあります。 
 しかし、個人的または特殊な事情を一旦横に置いて、多くの人が共有
できるものに絞り込んでいくと、ライフシーンの目標は収束すると考

えられます。 
 前回のワークショップにおいて、皆さんに検討していただいた目標
（個人的で特殊な目標はありませんでしたが）を、なるべく多くの人

が共有できるものとなるよう、次ページ以降のように再構築してみま

した。 
 今後、委員会や審議会の検討を経て、新たな総合計画に掲げる目標を
決めていきます。次ページ以降の目標の案は、そのたたき台となるも

のであり、仮のものです。ワークショップの記録、アンケート結果な

どを踏まえた今後の審議の中で修正されていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

都市像
【１】

生活のテーマ
とライフシー
ン別目標

【１２】

具体的取組
（施策）

【６０程度】

目標 

手段 

抽象的 

具体的 

目標 

手段 
まちづくりワー

クショップの検

討内容を反映 

ワークショップによるライフ

シーン別目標の検討 

委員会や審議会によるライフ

シーン別目標の検討 

最終決定（今後 10 年間のライ
フシーン別目標の設定） 

ワークショップの記録、

市民アンケートなど 

パブリックコメント、懇

談会・説明会など 
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『学ぶ』  
【ワークショップ意見の特徴】 
 多様で優れた教育と学習の機会を充実することが望まれています。 
 そのためには、施設や環境の整備はもとより、学習意欲の向上や学びあい・相互学習など努力と工夫が重要ではないかという意見が聞かれました。 
【ライフシーン『学ぶ』の目標】 
少子高齢・成熟社会を迎える中で、市民の教育・学習に対するニーズは高まり、量的のみならず質的な充実が求められています。このため、既存の施

設や仕組みの有効活用を進める必要があり、世代間、市内外等を含めた人の交流を活発化するなど人の輪による教育・学習内容の向上を図り、川西スタ

イルの学びのまちをめざします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

であい、ふれあい、そだちあい

地域と人の輪がつくる学びのまち

自律（自立）
するまち

まちづくり
のための
「学び」が
活発

子どもたち
に芝生の
校庭で遊
んでほしい

いろんな出会
いをよぶまち

（仮称）川
西市大学
（超総合大
学）

学校と地域
のつながり
を密にする

子供から大人
まで向上心あ
ふれる街

市民教育
を推進する

学校の教
育が充実し
て欲しい

誰もが多様に
学べるまち

教育の選
択肢の多
様化

市民の使
いやすい
公民館・図
書館にする

学びのまち
川西

学齢期

教育を強
化する

生涯学習

まち全体を
学びの場
にする

１班 ２班 ３班 ４班 ５班 
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『働く』  
【ワークショップ意見の特徴】 
 住宅都市として発展してきた川西市は、産業立地が少なく、働く場所が限られており、財政的には法人税収入が低くなっています。 
 地域の活力を高めるためには、経済活性化と財政の安定化が必要です。このため、産業を支える環境づくりが求められています。 
【ライフシーン『働く』の目標】 
高齢者や女性（主婦）など、様々な雇用ニーズにも対応し、市内で働く機会を得られるよう企業誘致や地元産業の支援、起業促進などを進めることに

より、活力あるまちをめざします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

多様な就業機会に恵まれ

活気にあふれるまち

税収が
上がる
まち

「カンバ
ン」ビジネ
ス

みんなが活き活き
はたらけるまち

市民総起
業化

待機児童
解消ゼロ

働く喜びにあふれ
る街

中高年世
代の起業

大企業を
誘致する

全ての能力をいか
して働けるまち

農業への
市民と企
業の参加

高齢者の
能力の提
供の場を
つくる

事業者にも働く人
にもサポートの行
き届いたまち

身近な小
売店舗を
増やす

一時保育
の場を増
やす

１班 ２班 ３班 ４班 ５班 
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『楽しむ』  
【ワークショップ意見の特徴】 
 幅広い世代が、スポーツ、文化、レジャーなどを楽しむことができる環境づくりが望まれています。 
 市民のみならず、市外からも人が訪れ楽しむことができる空間、集う人が楽しみを創り出す環境が望まれています。 
【ライフシーン『楽しむ』の目標】 
成熟社会における生活に関する市民の価値観は、「働く」という経済的なものから「暮らしを楽しむ」方向にシフトしています。ベッドタウンから生活

文化都市への転換を図り、生活の魅力を創造できるまちづくりを進めます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広くあらゆる世代が集う
満ち足りと楽しみにあふれるまち

資源をいかせて
楽しむまち

坂田金時
のイベント
を行う

いつでも誰
でもスポー
ツしたいとき
に出来る環
境がほしい

全国の人が「川西と
いえば○○」とイメ
ージできるまち

観光都市
川西の
確立

幅広い世
代が集い・
楽しめる場
所がほしい

スポーツ文化施設
が充実し明るく楽し
く笑顔があふれる街

運動施設
をふやす

文化的娯
楽施設を
誘致する

自分達で楽しみを
つくりだすまち

市外からの
人を集めら
れる観光
資源の有
効活用

市民が運
営参加でき
る文化芸
術公園施
設

大人も楽しめて
誇れるまち

歴史、文化、
観光を市外
にＰＲするイ
ンフォメーシ
ョンセンター
を作る

中央北地
区を活性
化させる

１班 ２班 ３班 ４班 ５班 


